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１．調査目的 

福岡市に在住する高齢者などの保健福祉に関するニーズ・意識などを把握することによ

り、「福岡市介護保険事業計画」の策定に必要な基礎的データを収集・分析するとともに、

本市の高齢者福祉施策の向上に資することを目的とする。  

 

２．調査概要 

調査種別 対象者・調査人数 発送日 回収期限 

高齢者一般調査Ａ 

・市内在住の 60 歳以上（令和元年 6 月 

 時点）の者 

・3,000 人 

令和元年 

11 月 15 日 

令和元年 

12 月 6 日 

郵送着まで 

高齢者一般調査Ｂ 

・市内在住の 60 歳以上（令和元年 6 月 

 時点）の者 

・3,000 人 

介護保険在宅サービ

ス利用者調査 

・介護保険在宅サービス利用者（令和元 

 年 6 月時点） 

・3,000 人 

介護保険在宅サービ

ス未利用者調査 

・在宅の要介護認定者のうち、サービス 

 未利用者（令和元年 6 月時点） 

・2,000 人 

介護保険施設等サー

ビス利用者調査 

・市内の介護保険施設、グループホーム 

 入所者（令和元年 6 月時点） 

・1,500 人 

介護支援専門員調査 

・市内の居宅介護支援事業所、いきいき 

センターふくおか（地域包括支援セン 

ター）所属の介護支援専門員（令和元 

年 6 月時点） 

・1,585 人 
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３．回収結果 

 

調査種別 配布数 回収数 回収率 有効回収数 有効回収率 

高齢者一般調査Ａ 3,000 1,869 62.3％ 1,866 62.2％ 

高齢者一般調査Ｂ 3,000 1,768 58.9％ 1,764 58.8％ 

介護保険在宅サービス利用者調査 3,000 1,533 51.1％ 1,524 50.8％ 

介護保険在宅サービス未利用者調査 2,000 1,072 53.6％ 1,064 53.2％ 

介護保険施設等サービス利用者調査 1,500 923 61.5％ 810 54.0％ 

介護支援専門員調査 1,585 942 59.4％ 939 59.2％ 

※回収された調査票から白紙のものを除いた有効票のみを集計に使用している。 

 

４．集計の見方 

(1)集計結果は、標本数（図では N と表示）を基数として百分比（％）を算出し、小数

点第 1 位（第 2 位を四捨五入）までを図表に表している。 

(2)小数点第 2 位を四捨五入しているため、構成比の計が 100％とならない場合がある。

また複数回答の質問においては、百分比の合計が 100％を超える場合がある。 

(3)図表中の「N」（Number of cases の略）とは設問に対する回答件数の総数を示してお

り、回答者の構成比（％）を算出するための基数である。 

(4)図表の表頭、表側部分の文章は、適宜簡略化している場合があるので、必要に応じ

て巻末の調査票を参照のこと。 

(5)グラフ内の数値の単位はすべて％である。 

(6)2 つ以上の選択肢を合計して表している比率は、各選択肢の割合を合計して算出して

いる。 

(7)文中の選択肢の表記は「」で行い、2 つ以上のものを合計して表す選択肢は『』で表

記している。 

 


